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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

  

 
(注) １．上記の売上高には消費税等は含まれておりません。 

２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期 

第１四半期連結
累計期間

第47期 
第１四半期連結

累計期間
第46期

会計期間

自 平成24年 
  ４月１日 
至 平成24年 
  ６月30日

自 平成25年 
  ４月１日 
至 平成25年 
  ６月30日

自 平成24年 
  ４月１日 
至 平成25年 
  ３月31日

売上高 (千円) 3,382,428 3,330,908 13,154,579 

経常利益 (千円) 249,969 206,372 1,030,957 

四半期(当期)純利益 (千円) 155,305 127,950 561,796 

四半期包括利益又は 
包括利益 

(千円) 276,089 395,782 839,950 

純資産額 (千円) 7,456,360 8,416,749 7,938,189 

総資産額 (千円) 13,979,557 15,327,695 14,365,232 

１株当たり四半期 
(当期)純利益金額 

(円) 17.16 14.14 62.07 

潜在株式調整後１株当
たり四半期(当期)純利
益金額 

(円) ― ― ― 

自己資本比率 (％) 50.5 50.7 52.0 
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当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。 

 また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

２ 【事業の内容】
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第２ 【事業の状況】 

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

(1) 業績の状況 

当第１四半期連結累計期間における、当社グループの主要顧客先である国内自動車業界では、円安基

調で推移している為替動向や好調な北米市場が後押ししている状況にありますが、エコカー補助金やタ

イ洪水後の挽回生産の影響があった前年同期と比較すると、ほぼ同水準の生産台数で推移しておりま

す。また、欧州市場に関しては、引き続き販売台数が停滞しており、地域による市場動向に差異が生じ

ております。 

 このような状況のなか、ネットシェイプ事業では、国内における精密鍛造金型の売上高が低調に推移

しましたが、周辺装置となるダイセットの売上高が増加したことに加え、平成24年12月より量産を開始

いたしましたNICHIDAI(THAILAND)LTD.におけるエアコン用スクロールコンプレッサー部品が売上高に貢

献いたしました。その結果、ネットシェイプ事業の売上高は、16億３千２百万円（前年同期比9.2％

増）となりました。 

 アッセンブリ事業においては、欧州自動車市場の停滞や環境規制強化に伴うＶＧターボチャージャー

のモデルチェンジの影響により、国内、海外とも前年同期と比較し売上高が減少いたしました。その結

果、アッセンブリ事業の売上高は、12億８千４百万円（前年同期比18.2％減）となりました。 

 フィルタ事業においては、海外向けのフィルター製品が好調だったことに加え、ヘルスケア製品や火

力発電向けの製品の売上高が堅調に推移いたしました。その結果、フィルタ事業の売上高は、４億１千

４百万円（前年同期比30.1％増）となりました。 

 以上の結果、連結売上高は33億３千万円（前年同期比1.5％減）となりました。 

 損益面におきましては、フィルタ事業の収益が向上したものの、ネットシェイプ事業において製品構

成が変化した影響により収益性が低下したこと、アッセンブリ事業の売上高が減少したことなどから、

営業利益１億４千７百万円（前年同期比34.8％減）、経常利益２億６百万円（前年同期比17.4％減）、

四半期純利益１億２千７百万円（前年同期比17.6％減）となりました。 

  

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。 

  
(3) 研究開発活動 

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は21,421千円です。なお、当

第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

  
(4) 従業員数 

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員の著しい増減はありません。 

  
(5) 生産、受注及び販売の実績 

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。 

  
(6) 主要な設備 

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。 

  

― 5 ―



第３ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,500,000 

計 15,500,000 

種類
第１四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成25年６月30日)

提出日現在 
発行数(株) 

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,053,300 9,053,300 
東京証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード）
単元株式数100株

計 9,053,300 9,053,300 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式 
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高 
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金 
残高 
(千円)

平成25年４月１日～ 
平成25年６月30日 

― 9,053,300 ― 1,429,921 ― 1,192,857 
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(7) 【議決権の状況】 

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による

記載をしております。 

① 【発行済株式】 

 
  

② 【自己株式等】 

 
  

 該当事項はありません。 

  

   平成25年６月30日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 
普通株式 1,800

― ―

完全議決権株式(その他)  
普通株式 9,049,900

 

90,499 ―

単元未満株式  
普通株式 1,600

 

― ―

発行済株式総数 9,053,300 ― ―

総株主の議決権 ― 90,499 ―

  平成25年６月30日現在 

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義 
所有株式数 

(株)

他人名義 
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

(自己保有株式) 
株式会社ニチダイ 

京都府京田辺市 
薪北町田13番地 

1,800 ― 1,800 0.02 

計 ― 1,800 ― 1,800 0.02 

２ 【役員の状況】
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第４ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月

１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けてお

ります。 

  

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

２ 監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,743,754 2,607,232

受取手形及び売掛金 ※1  3,488,304 ※1  3,377,724

商品及び製品 618,949 455,510

仕掛品 565,624 596,305

原材料及び貯蔵品 906,678 865,509

その他 325,823 315,895

貸倒引当金 △4,191 △4,146

流動資産合計 7,644,942 8,214,029

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,939,693 2,021,707

機械装置及び運搬具（純額） 1,525,434 1,670,965

土地 1,782,544 1,802,475

その他（純額） 864,019 1,024,491

有形固定資産合計 6,111,692 6,519,638

無形固定資産 99,317 106,986

投資その他の資産 509,280 ※2  487,040

固定資産合計 6,720,290 7,113,666

資産合計 14,365,232 15,327,695
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,328,124 1,293,745

短期借入金 828,934 734,295

1年内返済予定の長期借入金 1,372,824 1,516,798

リース債務 101,546 129,542

未払法人税等 110,037 64,209

賞与引当金 137,600 294,873

その他 650,227 708,563

流動負債合計 4,529,294 4,742,027

固定負債   

長期借入金 1,369,720 1,514,272

リース債務 452,390 581,048

退職給付引当金 71,825 70,032

その他 3,813 3,565

固定負債合計 1,897,749 2,168,918

負債合計 6,427,043 6,910,946

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,429,921 1,429,921

資本剰余金 1,192,857 1,192,857

利益剰余金 4,891,449 5,005,017

自己株式 △1,107 △1,107

株主資本合計 7,513,120 7,626,687

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,484 4,845

為替換算調整勘定 △51,902 137,169

その他の包括利益累計額合計 △47,418 142,015

少数株主持分 472,487 648,046

純資産合計 7,938,189 8,416,749

負債純資産合計 14,365,232 15,327,695

― 10 ―



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 3,382,428 3,330,908

売上原価 2,739,597 2,723,120

売上総利益 642,831 607,788

販売費及び一般管理費 416,678 460,439

営業利益 226,152 147,349

営業外収益   

受取利息 1,111 1,112

受取配当金 110 110

為替差益 29,586 61,714

受取保険金及び配当金 3,575 472

その他 4,183 5,763

営業外収益合計 38,567 69,173

営業外費用   

支払利息 12,878 8,627

その他 1,872 1,522

営業外費用合計 14,750 10,149

経常利益 249,969 206,372

特別利益   

投資有価証券償還益 2,523 －

固定資産売却益 1,540 13,753

特別利益合計 4,064 13,753

特別損失   

固定資産売却損 － 287

固定資産除却損 1,420 1,258

特別損失合計 1,420 1,546

税金等調整前四半期純利益 252,613 218,580

法人税、住民税及び事業税 26,402 37,580

法人税等調整額 45,892 34,546

法人税等合計 72,294 72,127

少数株主損益調整前四半期純利益 180,318 146,452

少数株主利益 25,013 18,502

四半期純利益 155,305 127,950
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 180,318 146,452

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △4,146 361

為替換算調整勘定 99,916 248,967

その他の包括利益合計 95,770 249,329

四半期包括利益 276,089 395,782

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 211,944 317,384

少数株主に係る四半期包括利益 64,144 78,397
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【注記事項】 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更) 

  

 
  

(会計方針の変更等) 

  

 
  

(自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間

(1) 連結の範囲の重要な変更 

当第１四半期連結会計期間において、NICHIDAI U.S.A.CORPORATIONとNICHIDAI ASIA CO.,LTD.の２社は重要

性が増したため、連結の範囲に含めております。 

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更 

該当事項はありません。 

(自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間

該当事項はありません。 
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（四半期連結貸借対照表関係） 

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。 

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。 

  

 
  

※２ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

  

 
  

（四半期連結損益計算書関係） 

前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累

計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであ

ります。 

  

 
  

（株主資本等関係） 

前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日） 

配当金支払額 

  

 
  

当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

配当金支払額 

  

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日)
当第１四半期連結会計期間 

(平成25年６月30日)

受取手形 135,718千円 119,514千円 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日)
当第１四半期連結会計期間 

(平成25年６月30日)

投資その他の資産 － 千円 10,020千円 

 (自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日) 

前第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間

減価償却費 133,846千円 175,960千円 

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月21日 
定時株主総会 

普通株式 54,309 6.00 平成24年３月31日 平成24年６月22日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日 
定時株主総会 

普通株式 72,411 8.00 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益であります。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益であります。 

  

（金融商品関係） 

 四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。 

  

（有価証券関係） 

 四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。 

  

（デリバティブ取引関係） 

 四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。 

  

（企業結合等関係） 

 該当事項はありません。 

  

  (単位：千円) 

 
報告セグメント

その他 合計
ネットシェイプ アッセンブリ フィルタ 計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,494,831 1,568,811 318,786 3,382,428 ― 3,382,428 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

― ― ― ― ― ― 

計 1,494,831 1,568,811 318,786 3,382,428 ― 3,382,428 

セグメント利益 81,228 117,750 50,989 249,969 ― 249,969 

  (単位：千円) 

 
報告セグメント

その他 合計
ネットシェイプ アッセンブリ フィルタ 計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,632,162 1,284,008 414,737 3,330,908 ― 3,330,908 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

― ― ― ― ― ― 

計 1,632,162 1,284,008 414,737 3,330,908 ― 3,330,908 

セグメント利益 35,195 77,838 93,338 206,372 ― 206,372 
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（１株当たり情報） 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

 (自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日) 

前第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間

１株当たり四半期純利益金額(円) 17.16 14.14 

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 155,305 127,950 

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ― 

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 155,305 127,950 

普通株式の期中平均株式数(株) 9,051,543 9,051,432 

２ 【その他】

― 16 ―



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項はありません。 
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株式会社ニチダイ 

 
  

 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ニチダイの平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会

計期間（平成２５年４月１日から平成２５年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２５年４

月１日から平成２５年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニチダイ及び連結子会社の平成２

５年６月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以 上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２５年８月６日

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ  

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士  高  橋  一  浩  印 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士  三  浦  宏  和  印 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 

 



 
  

【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 近畿財務局長 

【提出日】 平成25年８月13日 

【会社名】 株式会社ニチダイ 

【英訳名】 NICHIDAI CORPORATION 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 古屋 元伸 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 京都府京田辺市薪北町田13番地 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

  

  



当社代表取締役社長古屋元伸は、当社の第47期第１四半期(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月

30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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